
令和４（２０２２）年度  学習の手引き（シラバス） 

      科 目 名                単 位 数    

１．教科書・副教材 

Vision Quest English ExpressionⅠ Core（啓林館） 

Vision Quest English Expression I Core WORKBOOK（啓林館） 

２．科目の目標 

・英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

・事実や意見などを様々な観点から考察し、筋道や方法を工夫しながら、平易な英文で伝

える力を身につける。 

３．学習の計画 

  学  習  の  内  容 考査範囲 時数(予定) 

 

１ 

 

学 

 

期 

 

４月 

 

 

５月 

 

 

６月 

Lesson 7 

Socializing 

Lesson 8 

 Pastime 

Lesson 9 

 Rules 

【機能】 

・感謝や謝罪の気持ちを適切に伝える。そ

れらに対して適切に返答をする。 

・趣味について話す。友人を娯楽に誘う。 

・賛成・反対の意見を理由と共に述べる。 

【文法】 

不定詞、動名詞、分詞 

中間考査 １０ 

期末考査 １０ 

 

２ 

 

学 

 

期 

 

７月 

 

８月 

 

９月 

10月 

11月 

Lesson 10 

 Culture 

Lesson 11 

 Society 

Lesson 12 

 Personal Problems 

 

【機能】 

・説明する、物事の理由を明らかにする。 

・適切な表現を選んで意見を表明する。 

・状況や立場に応じて助言や提案をする。

それに対する応答をする。 

【文法 他】 

関係詞、比較、仮定法、つなぎ語 

パラグラフ 

中間考査 １４ 

期末考査 １４ 

 

３ 

 

学 

 

期 

 

12月 

 

 

１月 

 

２月 

Lesson 4 

 Sports  

Lesson 5 

 Eating Out 

Lesson 6 

 Sightseeing 

 

【機能】 

・さまざまな表現を使って原因や理由を述

べる。 

・丁寧に許可を求めたり、依頼したりする。 

・喜びや驚きの気持ちを表す。それに対す

る返答をする。 

【文法】 

(復習) 完了形、助動詞、受動態 

学年末考査 ２２ 

４．評価の方法 

学期ごとの定期考査、実力テストにおける評価の他に、通常の小テストと、提出物の有無、

授業における参加態度を加えて総合的に評価する。 

５．学習にあたっての注意とアドバイス 

・４技能をバランス良く伸ばせるよう、積極的に声を出したり、ペアワークをしたり、英

作文に取り組んだりすること。 

・辞書を積極的に活用するとともに、既習の表現は積極的に使ってみること。 

・単位数の少なさを補完すべく家庭学習（予習・復習）を行い、繰り返すこと。 

 

英語表現（２年）  ２ 


